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名誉院長がアレキサンダー研究会で講演しました 

 

 

 

2026 年 1月 21 日（水）・22日（木）の 2 日間、私と院長は、東京にて開催さ

れた『アレキサンダー研究会 40周年記念大会』に参加いたしました。本記念大会

において、私は「アレキサンダー研究会とともに歩んだ私の矯正歯科 55年」とい

う演題で講演を行いました。今回の研究会には、全国から約 80 名の先生方が参加

されました。 

私は大学卒業後、12 年間母校の矯正学教室に在籍し、文部教官として臨床・研

究・教育に携わりました。 

その後開業し、ちょうど同時期に発足した本研究会に入会。以来、第 1回から今回

の第 40回まで一度も欠かすことなく参加してまいりました。研究会では、世界的

に著名なアメリカの矯正専門医 アレキサンダー先生を毎年日本にお招きし、講演

や勉強会が行われてきました。その活動の中で、国内のみならずアメリカや中国の

学会での研究発表・症例展示、さらに症例集や翻訳書の出版など、多くの貴重な経

験を重ねてまいりました。 

アレキサンダー先生は 4 年前にご逝去され、今回の 40回をもって研究会は一区

切りとなります。しかし、長年培われてきたテクニックと理念は、今後「アレキサ

ンダーベーシックセミナー」として若い先生方へ継承されていくことになっていま



す。当院勤務の中務先生と田宮先生も、この夏のアレキサンダーベーシックセミナ

ーに参加予定です。 

研究会に参加したことで、通常の開業医としては得難い多くの経験を積むことが

できました。矯正歯科医としての知識と技術を大きく伸ばすことができただけでな

く、全国に志を同じくする仲間ができたこと、そして現在、当院院長がその志を受

け継いでいることにもつながっています。長年ともに歩んできた研究会への深い感

謝の気持ちを、今回の講演でお伝えいたしました。（名誉院長） 

新年会を開催しました 

2026 年 1月 24日（土）に中華料理イシダさんにて新年

会を開催しました。美味しい中華料理を囲みながら、スタッ

フ一同で楽しい時間を過ごしました。日頃の出来事を振り返

りつつ、新しい一年に向けて気持ちを新たにする大切なひと

ときとなりました。本年も「スーパースマイル」を皆さまにお届けできるよう、ス

タッフ一同力を合わせてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

置き看板が新しく変わりました 

このたび、ビル管理側からの指示により、台風などの強風時に看板が倒

れる恐れがあることを踏まえ、ビル内の各テナントの置き看板がすべて撤

去されることとなりました。それに伴い、当院の表示も写真のように一つ

の案内表示へと統一されております。これまで使用していた置き看板のピ

クトグラムは、院長自らがデザインした思い入れのあるものでした。      

なお、これまでのピクトグラムは当院ホームページ内に掲載しております。 

よろしければぜひご覧ください。 



スタッフ便り 

先日、『どこかにマイル』というプランを使って娘と東北を旅して

来ました！『どこかにマイル』とは、往復 7000 マイルで、出発する

空港を決めると４つの行き先候補が表示され３日以内に行き先が決ま

るというものです。もうすぐ切れてしまうマイルが丁度 14000 マイ

ルあったのでチャレンジする事にし、青森、三沢、山形、岩手のどれかに

なる事になりました！この時点では青森に惹かれていて、ねぶたを見学出

来る所があるのでそこに行きたいなと思っていたのですが、行き先は…岩

手に決定しました！決まってから数日で岩手を研究し、宿を取り、レンタ

カーを予約したりバタバタでした！岩手は美味しいものは沢山みつかりました。なにしろ、麺、

麺、麺の場所のようで、わんこ蕎麦、盛岡冷麺、じゃじゃ麺は食べなきゃです！コッペパンの福

田パンもソウルフードのようでした！冷麺繋がりで焼肉も美味しいみたいです！観光があまりな

かったので、盛岡駅からはやぶさに乗って青森まで行きねぶたも見て来る事にしました！ねぶた

は思っていたより大きく迫力がありホントのお祭りの時に来てみたいなと思いました。麺は、盛

岡冷麺が 1番お気に入りでした！あのツルツルさが最高です！冷麺作り体験もしました！温泉も

泉質が良く、週末のバタバタ旅でしたが楽しむが出来ました！（DR銭谷） 

 

先日息子が小学校を卒業しました。コロナ禍で入学式も延期になったあの頃

から、もぅ 6年も経ったのかと、過ぎてしまえばあっという間です。小学校の

卒業と共に数年間続けて来た学童野球も卒団です。この

2 年間はケガが多く、今まで練習してきた事がリセットされるかのように、

ホントに１歩進んで２歩下がる状態でした。ケガが治るまでの３ヶ月間は一

切の運動が出来なくなるので、復帰してもなかなか思うように動けず、辛い

日々だったと思います。ですが学童野球人生、最後の試合では自分で結果を

残すことができ、何より嬉しかったと思います。何とか終わり良ければ全て

良し！におさまり良かったと思います      （DH高尾） 


